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７
日
●
各
派
代
表
者
会
議

13
日
●
広
報
広
聴
委
員
会

15
日
●
各
派
代
表
者
会
議

18
日
●
広
報
広
聴
委
員
会

21
日
●
議
会
運
営
委
員
会

28
日
●
臨
時
会

　
　

●
各
派
代
表
者
会
議

　
　

●
議
会
運
営
委
員
会

　
　

●
産
業
経
済
委
員
会

13
日
●
議
会
運
営
委
員
会

17
日
●
各
派
代
表
者
会
議

26
日
●
議
会
運
営
委
員
会

27
日
●
産
業
経
済
委
員
会

30
日
●
各
派
代
表
者
会
議

　
　

●
議
会
運
営
委
員
会

３
日
●
議
会
運
営
委
員
会

９
日
●
６
月
定
例
会
招
集

日（
～
27
日
ま
で
）

　
　

●
各
派
代
表
者
会
議

　
　

●
議
会
運
営
委
員
会

　
　

●
広
報
広
聴
委
員
会

16
日
●
各
派
代
表
者
会
議

20
日
●
議
会
運
営
委
員
会

27
日
●
広
報
広
聴
委
員
会

� �̂q�w��̂V
５
月

４
月

６
月
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と
認
識
し
て
い
る
。
学
校

と
家
庭
が
一
体
と
な
っ
て

児
童
生
徒
の
心
の
ケ
ア
に

当
た
る
こ
と
が
大
切
で
あ

る
と
考
え
る
。

②
学
校
教
育
に
お
い
て
は
、

学
習
指
導
要
領
に
基
づ
い

て
、
す
べ
て
の
児
童
生
徒

に
等
し
く
学
ぶ
機
会
を
与

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

考
え
る
。
基
本
的
に
は
選

択
と
い
う
考
え
方
は
な
い

が
、
ど
う
し
て
も
安
心
を

得
ら
れ
な
い
と
い
う
場
合

に
は
、
無
理
強
い
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
と
考
え
る
。

①
市
水
道
事
業
経
営
改
善

策
検
討
委
員
会
報
告
で
示

さ
れ
た
安
全
で
安
定
し
た

給
水
、
そ
れ
を
実
現
す
る

技
術
力
の
確
保
に
つ
い
て

評
価
を
示
せ
。

②
滝
沢
浄
水
場
の
計
画
策

定
は
平
成
28
年
度
と
示
さ

れ
て
い
る
。
施
設
整
備
更

新
、
滝
沢
浄
水
場
建
設
計

画
、
財
政
計
画
に
つ
い
て

見
直
し
を
含
め
現
時
点
で

ど
の
よ
う
に
検
討
し
て
い

る
の
か
示
せ
。 

③
滝
沢
浄
水
場
建
設
計
画

は
い
つ
の
時
期
に
示
さ
れ

る
の
か
。 

水
道
事
業
管
理
者　

①
管

理
監
督
を
充
実
さ
せ
、
市

が
培
っ
て
き
た
技
術
と
民

間
の
持
つ
知
識
・
技
術
で

安
全
で
安
定
し
た
給
水
を
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継
続
で
き
る
と
考
え
る
。

②
施
設
整
備
更
新
は
計
画

的
に
整
備
を
進
め
て
い
る
。

滝
沢
浄
水
場
建
設
計
画
は
、

建
設
場
所
を
滝
沢
現
有
地

と
大
野
原
周
辺
で
検
討
し

て
い
る
。
こ
れ
ら
を
踏
ま

え
財
政
計
画
の
策
定
を
進

め
る
。

③
今
年
秋
に
は
示
し
た
い
。

そ
の
他
の
質
問
項
目

▽
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

▽
障
が
い
者
福
祉
の
充
実

▽
介
護
福
祉
の
充
実

�Ô�Š�ž�ˆ�X�q�á	�	¦�¢�^�‚

�•�f�y�X�t���^�»

�­�­�~���=①
中
学
生
に
な
っ
て
も
小

学
校
ま
で
共
に
育
っ
た
地

域
の
友
達
と
就
学
が
で
き
、

遠
距
離
通
学
の
負
担
が
な

い
よ
う
、
す
べ
て
の
中
学

校
に
特
別
支
援
学
級
を
設

置
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

②
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
、

心
が
不
安
定
に
な
る
事
例

な
ど
が
見
ら
れ
る
。
子
供

の
生
活
を
全
面
的
に
支
援

す
る
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ

�›���§�	�¶�ƒ�›�•�i�w�¤�¶�Í�t

ル
ワ
ー
カ
ー
を
設
置
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

教
育
長　

①
現
在
、
複
数

の
未
設
置
中
学
校
や
該
当

地
域
か
ら
来
年
度
新
設
の

要
望
を
受
け
、
学
校
と
設

置
に
向
け
た
協
議
を
進
め

て
い
る
。
対
象
生
徒
の
障

が
い
の
程
度
や
保
護
者
の

希
望
な
ど
を
確
認
し
、
地

域
の
特
殊
性
も
踏
ま
え
て
、

保
護
者
や
地
域
の
要
望
に

応
え
ら
れ
る
よ
う
努
め
る
。

②
国
の
事
業
に
よ
り
、
会

津
教
育
事
務
所
に
複
数
名

配
置
す
る
方
針
で
あ
る
と

聞
き
及
ん
で
い
る
。
被
災

し
た
児
童
生
徒
が
い
る
学

校
を
中
心
に
派
遣
を
要
請

し
、
支
援
し
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問
項
目

▽
市
民
と
の
協
働
の
ま
ち

づ
く
り

①
東
日
本
大
震
災
後
の
余

震
や
放
射
線
の
影
響
な
ど
、

児
童
生
徒
の
精
神
面
へ
の

間
接
的
な
影
響
と
そ
れ
に

対
す
る
認
識
を
示
せ
。

②
安
全
性
を
確
立
す
る
た

め
の
取
り
組
み
を
し
て
も
、

屋
外
で
の
授
業
や
給
食
に

不
安
を
感
じ
て
い
る
保
護

者
の
不
安
が
払
拭
で
き
な

い
場
合
、
授
業
や
給
食
の

選
択
を
認
め
る
べ
き
と
考

え
る
が
見
解
を
示
せ
。

教
育
長　

①
震
災
後
、
強

い
ス
ト
レ
ス
に
起
因
す
る

と
思
わ
れ
る
体
調
不
良
を

訴
え
る
児
童
生
徒
が
み
ら

れ
た
こ
と
か
ら
、
児
童
生

徒
の
精
神
面
に
大
き
な
影

響
を
及
ぼ
し
て
い
る
も
の
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平
成
23
年
4
月
28
日
に
臨
時
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
臨
時
会
で
は
、
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
被
災

し
た
施
設
な
ど
の
復
旧
費
用
を
緊
急
執
行
し
た
こ
と
に

よ
る
専
決
処
分
の
承
認
と
、
震
災
復
興
関
連
の
補
正
予

算
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
う
ち
議
案
第
39
号
と
同
第
41
号
に
つ
い
て
は
、

議
会
側
か
ら
修
正
動
議
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
そ

の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

な
お
、
そ
の
他
の
議
案
等
に
つ
い
て
は
、
全
会
一
致

で
原
案
の
と
お
り
可
決
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
に
つ
い
て
は
、

市
単
独
で
の
補
助
金
の
あ

り
方
と
事
業
の
優
先
順
位

を
主
た
る
論
点
と
し
て
議

員
間
討
議
が
あ
り
ま
し
た

の
で
、
そ
の
一
部
を
紹
介

し
ま
す
。

【
議
員
間
討
議
】

●
こ
の
事
業
は
、
他
の
自

治
体
の
方
が
本
市
で
出
店

す
る
際
に
、
そ
の
費
用
の

一
部
を
補
助
す
る
も
の
で

あ
る
が
、
基
礎
自
治
体
に

お
け
る
税
の
負
担
、
住
民

サ
ー
ビ
ス
を
考
え
る
と
慎

重
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
本
市
の
行
財
政
再

建
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
の
関
係

で
、
市
単
独
で
の
補
助
金

の
支
出
に
つ
い
て
は
問
題

議
案
第
39
号

平
成
23
年
度
会
津
若
松
市
一
般
会
計
補
正
予
算

商
業
地
域
活
性
化
事
業
費
（
会
津
で
出
店
応
援
事
業
）

こ
の
議
案
は
、
避
難
所
運
営
等
に
要
す
る
経
費
、
農

業
支
援
安
全
確
立
対
策
事
業
費
、
商
業
地
域
活
性
化
事

業
費
、
被
災
し
た
施
設
の
災
害
復
旧
費
な
ど
東
日
本
大

震
災
に
対
応
す
る
た
め
に
補
正
措
置
し
よ
う
と
す
る
も

の
で
す
。

が
あ
る
と
考
え
る
。

●
本
市
の
商
店
街
の
皆
様

が
望
ん
で
い
る
の
は
、
早

急
な
金
融
政
策
で
あ
り
、

本
市
の
財
政
を
健
全
に
保

ち
つ
つ
事
務
事
業
を
進
め

て
い
く
た
め
に
は
、
優
先

順
位
が
重
要
で
あ
る
。

●
事
業
の
補
助
率
は
3
分

の
2
で
あ
り
、
3
分
の
1

は
自
己
資
金
ま
た
は
そ
れ

に
か
わ
る
も
の
が
必
要
と

な
る
。
地
元
の
皆
様
の
心

情
を
察
す
る
と
、
金
融
政

策
が
優
先
さ
れ
る
べ
き
と

い
う
こ
と
も
わ
か
る
が
、

一
部
の
経
済
効
果
は
期
待

で
き
る
も
の
と
考
え
る
。

●
そ
も
そ
も
市
税
の
活
用

方
法
が
問
題
。
新
た
な
低

利
な
融
資
よ
り
も
返
済
猶

予
や
利
子
補
給
な
ど
の
ほ

う
が
効
果
的
で
あ
る
。
優

先
順
位
が
違
う
。

●
企
業
誘
致
の
場
合
で
も
、

部
外
者
に
対
す
る
企
業
立

地
奨
励
金
と
い
う
も
の
が

あ
る
。
商
業
に
お
い
て
も

部
外
者
に
対
し
て
活
用
で

き
る
も
の
が
あ
っ
て
も
い

い
の
で
は
な
い
か
。

【
修
正
案
】
→
否
決

　

議
案
質
疑
、
議
員
間
討

議
の
内
容
を
踏
ま
え
、
会

津
で
出
店
応
援
事
業
の
減

額
を
提
案
す
る
修
正
案
が

提
出
さ
れ
ま
し
た
が
、
採

決
の
結
果
、
修
正
案
は
否

決
さ
れ
、
議
案
第
39
号
は

原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

【
附
帯
決
議
】
→
可
決

　

な
お
、
本
議
案
に
つ
い

て
は
、
8
名
の
議
員
か
ら

金
融
支
援
策
等
の
総
合
的

な
支
援
が
さ
れ
る
よ
う
附

帯
決
議
が
提
出
さ
れ
、
表

決
に
付
さ
れ
た
結
果
、
賛

成
多
数
に
よ
り
附
帯
決
議

を
付
す
る
こ
と
に
決
せ
ら

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
寄
附
金
に
つ
い
て

は
、
特
別
会
計
に
お
け
る

入
場
料
収
入
の
あ
り
方
を

主
た
る
論
点
と
し
て
議
員

間
討
議
が
あ
り
ま
し
た
の

で
、
そ
の
一
部
を
紹
介
し

ま
す
。

【
議
員
間
討
議
】

●
天
守
閣
入
場
料
収
入
の

5
㌫
を
復
興
支
援
金
と
す

る
も
の
だ
が
、
効
果
に
つ

い
て
は
疑
問
で
あ
る
。
義

援
金
に
つ
い
て
は
鶴
ケ
城

周
辺
で
行
わ
れ
る
イ
ベ
ン

ト
の
参
加
料
に
上
乗
せ
す

る
な
ど
、
別
の
方
法
を
考

え
た
ほ
う
が
よ
い
の
で
は

な
い
か
。
仮
に
特
別
会
計

の
収
入
が
少
な
く
、
一
般

会
計
か
ら
の
持
ち
出
し
が

発
生
し
た
場
合
、
さ
ら
に

そ
こ
か
ら
寄
附
金
と
い
う

議
案
第
41
号

平
成
23
年
度
会
津
若
松
市
観
光
施
設
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算

復
興
支
援
鶴
ケ
城
寄
附
金

こ
の
議
案
は
、
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
へ
の
義
援

金
及
び
往
時
の
天
守
閣
再
現
事
業
費
で
あ
り
、
若
松
城

整
備
等
基
金
積
立
金
の
減
額
に
よ
り
補
正
措
置
し
よ
う

と
す
る
も
の
で
す
。

東日本大震災復興関連補正予算など可決

観光施設事業特別会計補正予算に対する
議会提出の修正案を賛成多数で可決

４月臨時会
第４８0回会津若松市議会



議案第41号の修正案を賛成多数で可決
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こ
と
で
は
、
つ
じ
つ
ま
が

合
わ
な
い
。

●
新
た
に
寄
附
を
求
め
る

と
い
う
よ
り
も
、
宣
伝
、

広
告
効
果
と
い
う
こ
と
も

含
め
て
考
え
る
と
、
入
場

料
の
一
部
を
寄
附
金
と
す

る
こ
と
も
あ
り
で
は
な
い

か
と
思
う
。

●
寄
附
が
目
的
で
あ
れ
ば

ふ
る
さ
と
納
税
の
50
㌫
を

義
援
金
と
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
ほ
う
が
わ
か
り
や
す

い
し
、
観
光
振
興
が
目
的

で
あ
れ
ば
、
一
般
財
源
か

ら
予
算
化
す
べ
き
で
あ
る
。

●
特
別
会
計
は
、
特
別
会

計
と
し
て
基
金
を
積
み
立

て
、
そ
の
基
金
の
中
か
ら

若
松
城
整
備
を
す
る
こ
と

が
ル
ー
ル
で
あ
る
。

【
修
正
案
】
→
可
決

　

議
案
質
疑
、
議
員
間
討

議
の
内
容
を
踏
ま
え
、
復

興
支
援
鶴
ケ
城
寄
附
金
の

減
額
を
内
容
と
す
る
修
正

案
が
提
出
さ
れ
、
採
決
の

結
果
、賛
成
多
数
に
よ
り
、

修
正
案
は
可
決
さ
れ
ま
し

た
。

平成23年 4 月臨時会賛否一覧　　※これ以外の案件等は上記のとおり全会一致で可決等されています。

※　○は賛成　●は反対
※　議長（田澤豊彦）は採決に加わらない
※　会派名の略称は次のとおり　　社民党⇒社会民主党・市民連合　共産⇒日本共産党会津若松市議団　自⇒自民クラブ　會⇒會津会　夢⇒夢クラブ

会派名　　　
議員名

議案等名

議決
結果

反
対：

賛
成

市民クラブ 社民党 新生会津 公志会 公明党 共産 自 會 夢
大
竹　

俊
哉

清
川　

雅
史

渡
部　
　

認

石
村　

善
一

渡
部
誠
一
郎

戸
川　

稔
朗

小
林　

作
一

田
澤　

豊
彦

佐
藤　

義
之

松
崎　
　

新

小
湊　

好
廣

木
村　

政
司

長
谷
川
光
雄

渡
部　

優
生

坂
内　

和
彦

荒
井　

義
隆

本
田　

礼
子

佐
野　

和
枝

横
山　

   

淳

目
黑
章
三
郎

浅
田　
　

誠

樋
川　
　

誠

土
屋　
　

隆

近
藤　

信
行

伊
東　

く
に

斎
藤　

基
雄

石
田　

典
男

相
田　

照
仁

成
田　

芳
雄
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議案第39号　平成23年度会津若松
市一般会計補正予算

原案
可決 19： 9 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ● ● ● ● ○ ○ ○ ○ ● ● ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○

議案第41号　平成23年度会津若松
市観光施設事業特別会計補正予算
に対する修正

可決 16：12 ● ○ ● ● ○ ○ ● － ● ○ ○ ○ ○ ● ● ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ○ ○

決議案第 3 号　議案第39号　平成
23年度会津若松市一般会計補正予
算に関する附帯決議

決議 27： 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○

4 月臨時会で提案された議案等とその審議結果
番号 件　　　　　名

議　　　　案（ 7 件）

39

平成23年度会津若松市一般
会計補正予算

（以下、44号までの各会計
補正予算については会計名
のみ掲載）

40 湊町簡易水道事業特別会計
42 下水道事業特別会計
43 地方卸売市場事業特別会計
44 農業集落排水事業特別会計

45
東日本大震災による被災者
に対する市民税等の課税の
特例に関する条例

原案のとおり可決

41 観光施設事業特別会計
修正部分を除き原案のとおり可決

修　 正　 案（ 2 件）

39 平成23年度会津若松市一般
会計補正予算

否決

番号 件　　　　　名
9 下水道事業特別会計

10 扇町土地区画整理事業特別
会計

11 農業集落排水事業特別会計
12 個別生活排水事業特別会計

承認
決 　議 　案（ 1 件）

3
議案第39号　平成23年度会
津若松市一般会計補正予算
に関する附帯決議

決議

※アミかけ部分は採決で賛否が
分かれた案件です。

番号 件　　　　　名

41 平成23年度会津若松市観光
施設事業特別会計補正予算

可決
承　　　　認（12件）

1

平成22年度会津若松市一般
会計補正予算の専決処分に
ついて（以下、7号までの
各会計補正予算専決処分に
ついては会計名のみ掲載）

2 国民健康保険特別会計
3 老人保健特別会計
4 湊町簡易水道事業特別会計
5 下水道事業特別会計

6 扇町土地区画整理事業特別
会計

7 農業集落排水事業特別会計

8

平成23年度会津若松市一般
会計補正予算の専決処分に
ついて（以下、12号までの
各会計補正予算専決処分に
ついては会計名のみ掲載）



Eメールアドレス
gikai@tw.city.aizuwakamatsu.fukushima.jp

編
集
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記

編
集
後
記

9 月 8 日（木）
招集日・本会議

　　12日（月）、13日（火）
本会議（一般質問）

　　14日（水）
本会議（総括質疑）
決算特別委員会

　　15日（木）
総務委員会
産業経済委員会

　　16日（金）
文教厚生委員会
建設委員会

　　27日（火）
最終本会議

※　なお、上記日程は変更に
なる場合もあります。

次回定例会

平成22年度政務調査費会派別支出状況� （単位：円）

会派名

項　目

市民クラブ
（ 9 人）

社会民主党
・市民連合
（ 4 人）

新生会津
（ 4 人）

公志会
（ 4 人）

公明党
（ 3 人）

日本共産党会
津若松市議団
（ 2 人）

自民クラブ
（ 1 人）

會津会
（ 1 人）

夢クラブ
 （ 1 人）

会派への交付額
（Ａ） 3,780,000 1,680,000 1,680,000 1,680,000 1,260,000 840,000 420,000 420,000 420,000

支　

出　

内　

訳

研究研修費 262,240 949,660 250,380 719,500 55,460 110,740 0 0 0
調 査 旅 費 2,344,750 171,960 600,200 191,680 0 0 0 88,440 57,810
資料作成費 90,566 0 2,295 44,998 690 0 0 0 0
資料購入費 267,835 158,799 627,576 86,045 325,137 40,675 0 2,100 0
広 報 費 315,000 0 0 589,596 0 385,308 213,600 0 380,100
広 聴 費 0 0 0 0 0 0 0 0 0
事 務 費 94,500 107,886 26,184 0 100,903 21,554 245,000 0 1,650

支出合計（Ｂ） 3,374,891 1,388,305 1,506,635 1,631,819 482,190 558,277 458,600 90,540 439,560
差し引き額
（Ａ－Ｂ） 405,109 291,695 173,365 48,181 777,810 281,723 ▲38,600 329,460 ▲19,560

市への返還額 405,109 291,695 173,365 48,181 777,810 281,723 0 329,460 0
※交付額（A）を超える支出（B）については各会派での負担となります。
※交付額は1人当たり月35,000円。

政務調査費は、議員の調査研究活動に必要な経費の一部
として、会派に交付されているものです。
収支の内容は、毎年度議長に報告し、残額がある場合は、市に返還することになっています。
収支報告書の閲覧を希望される方は、議会事務局までお問い合わせください。

平成22年度

政務調査費収支報告書が
まとまりました

あいづわかまつ広報議会　23．9 ．1 �20

　

東
日
本
大
震
災
の
影
響
に
よ
り
、
延

期
さ
れ
て
い
た
市
議
会
議
員
選
挙
が
、

8
月
7
日
に
行
わ
れ
、
新
し
い
市
議
会

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

議
会
の
活
動
内
容
を
お
知
ら
せ
す
る

「
広
報
議
会
」
も
、
親
し
み
や
す
く
、

わ
か
り
や
す
い
も
の
と
す
る
た
め
、
質

問
者
の
写
真
や
名
前
を
掲
載
し
て
お
り

ま
す
が
、
改
選
前
に
行
わ
れ
た
6
月
定

例
会
号
に
つ
い
て
は
、
今
回
の
市
議
会

議
員
選
挙
へ
の
配
慮
か
ら
配
布
を
9
月

1
日
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
以
上
に
、
市
民
の
皆
様
の

期
待
に
応
え
ら
れ
る
合
議
体
た
る
議
会

づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

�

広
報
広
聴
委
員
会

※　問い合わせ先　
　議会事務局
　　電  話 ３９－１３２３　 ＦＡＸ ３９－１４７０


